
 

 

第 15回 ジュニアかなざわオンライン検定 解答と解説（中学生版） 

 

問題１ 

金沢には芋掘藤五郎（いもほりとうごろう）の伝説が残っている。この伝説で藤

五郎が芋を洗ったとされている場所で、兼六園にある泉を何というか。 

 １ 蓮池（はすいけ） 

 ２ 霞が池（かすみがいけ） 

 ３ 瓢池（ひさごいけ） 

 ４ 金城霊沢（きんじょうれいたく） 

 

金城霊沢は金洗沢（かなあらいのさわ）とも呼ばれ、「金沢」の地名はここから

伝わったと言われている。また、藤五郎があらった芋は、自然薯（じねんじょ）

という山芋と言われている。 

 

 

問題２ 

金沢には様々なボランティア団体がある。そのうち「まいどさん」はどのような

ボランティアを行う団体か。 

１ まちをきれいにする清掃（せいそう） 

ボランティア 

２ まちの案内をする観光ボランティア 

３ まちを元気にする挨拶（あいさつ） 

ボランティア 

４ 金沢名物を販売（はんばい）する行商ボランティア 

 

観光ボランティアは、まいどさんの他にも、外国語による観光案内や、兼六園や

金沢城を専門に案内するガイドがいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題３ 

金沢には「兼六園（けんろくえん）」がある。兼六とは同時に成り立つことの

困難な六つの優れた特徴（とくちょう）をもつことである。その六つとは

「〔一〕宏大（こうだい）を務るは〔二〕幽邃（ゆうすい）少なし 〔三〕人

力勝るは〔四〕蒼古（そうこ）少なし 〔五〕  多きは〔六〕  難し」

で、これを兼（か）ね備えているといわれている。〔五〕  と〔六〕  の

組合せで正しいものはどれか。 

１ 〔五〕海辺と〔六〕山並 

２ 〔五〕築山と〔六〕池泉 

３ 〔五〕低地と〔六〕高台 

４ 〔五〕水泉と〔六〕眺望（ちょうぼう） 

 

加賀藩（はん）12代藩主前田斉広（まえだなりなが）の時代に「兼六園」とい

う名がつけられた。1874年（明治７）に兼六園は一般開放され、金沢市民のい

こいの場となった。 

 

 

問題４ 

金沢の町中を南東方向から北西方向に犀川（さいがわ）と浅野川（あさのが

わ）の２つの川が流れている。犀川の南には寺町台地が、浅野川の北には卯辰

山（うたつやま）山地がある。２つの川の間の先端部（せんたんぶ）を金沢城

址（じょうし）とする台地の名前はどれか。 

１ 富樫（とがし）台地 

２ 小立野（こだつの）台地 

３ 長坂丘陵（きゅうりょう） 

４ 戸室（とむろ）山地 

 

 

 

 

金沢市の地形は、西部の海岸に向かって丘陵地（きゅうりょうち）から平野へ

と変化し、次第になだらかになっている。 

 

 

 



 

 

問題５ 

1689年（元禄（げんろく）２）、ある有名な俳人が金沢の俳人たちを訪ねて来

た。しかし、残念ながら金沢の俳人の小杉一笑（こすぎいっしょう）は前の年

に亡くなっていたので「塚（つか）も動け わが泣く声は 秋の風」の句をよ

んで彼の死を悲しんだ。この句をよんだ有名な俳人は誰（だれ）か。 

１ 秋の坊（ぼう） 

２ 立花北枝（たちばなほくし） 

３ 松尾芭蕉（まつおばしょう） 

４ 与謝蕪村（よさぶそん） 

 

芭蕉の句碑（くひ）は、兼六園や犀川（さいがわ）大橋左岸、金石の本龍寺

（ほんりゅうじ）など金沢市内にも多く見られる。 

 

 

問題６ 

これまでのまちづくりの基本を受けつぎながら、金沢の資産を活用して、国内外

から人・モノ・情報の集積を図り、その交流を通じて新たな価値を創造し、持続

的に発展を続けるまちを実現するために、金沢市が都市づくりの指針として

2013年（平成 25）に作成したものは次のうちどれか。 

１ 世界の「交流拠点（きょてん）都市金沢」をめざして 

２ 世界の「持続可能な都市金沢」をめざして 

３ 世界の「文化的都市金沢」をめざして 

４ 世界の「歴史的都市金沢」をめざして 

 

これを実現するために、５つの「重点戦略計画」を定めている。（「技術力に裏打

ちされた新たな産業の創出」、「まちの品格を高める学術文化の醸成（じょうせ

い）」、「観光を軸（じく）とした交流の活発化」、「新幹線時代に対応した交通基

盤（きばん）の整備」、あらゆる世代に対応した新たなコミュニティの形成」） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題７ 

江戸（えど）時代、年中行事として旧暦（きゅうれき）の６月１日に加賀藩

（はん）から徳川将軍へ献上（けんじょう）された物にちなんで、金沢の町中

で食べられるものはどれか。 

１ 温泉饅頭（まんじゅう） 

２ 氷室（ひむろ）饅頭 

３ 大福饅頭 

４ 味噌（みそ）饅頭 

 

加賀藩から徳川将軍へ冬の間に保存しておいた氷を献上したが、夏の氷は貴重

品で、庶民（しょみん）が食することは大変だった。そのため、氷の代わりに

麦で作った「氷室饅頭」を食べて無病息災を願う習慣だけが現在でも残ってい

る。 

 

 

問題８ 

金沢の町は日本海側気候の影響（えいきょう）で、雨の多い町といわれる。ま

ちなかでよく「   忘れても傘（かさ）忘れるな」といわれることがある。 

   の中に入る言葉はどれか。  

１ 鞄（かばん） 

２ 長靴（ながぐつ） 

３ 弁当（べんとう） 

４ 帽子（ぼうし） 

 

この言葉は、年間を通して雨の日が多いということだけではなく、1日のうち

に晴れ、雨、曇り、ときには雷と天気が変わりやすいことも意味している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題９ 

加賀藩（はん）初代藩主前田利家（まえだとしいえ）が越前（えちぜん）を治

めていた頃（ころ）、領民がお祝いにおどっていたおどりが金沢に移り、能楽

の影響（えいきょう）を受け舞（まい）や語りに品格があるものとして定着

し、金沢市民の伝統芸能活動となったのが   である。   に入るものは

次のどれか。 

１ 寺中神事能 

２ 奴（やっこ）行列 

３ ジョンカラ節 

４ 加賀万歳（まんざい） 

 

「加賀万歳」は、能楽師（のうがくし）の大石藤五郎（おおいしとうごろう）

が定着させたため、能楽の影響（えいきょう）を受け、舞（まい）や語りはユ

ーモアのある中にも品格（ひんかく）があり、金沢市無形民俗（みんぞく）文

化財に指定されている。 

 

 

問題 10 

1878 年（明治 11）、東京麹町区紀尾井町（こうじまちくきおいちょう）の路上

で、馬車で皇居へ向かう途中（とちゅう）の政府高官・大久保利通（おおくぼと

しみち）が暗殺されるという事件が起きた。この事件を起こした中心となる旧加

賀藩士（はんし）は誰（だれ）か。 

 １ 金岩虎吉（かないわとらきち） 

 ２ 杉田定一（すぎたていいち） 

 ３ 島田一良（しまだいちろう） 

 ４ 遠藤秀景（えんどうひでかげ） 

 

島田一良は、泉寺町（いずみでらまち）の三光寺（さんこうじ）に集まり、「三

光寺派」となり、政治を変えるためには言論ではなく、武力も必要だと考えた。

この事件は藩閥（はんばつ）政府に対する最後の武力による抵抗（ていこう）で、

これ以後は言論による自由民権運動へと完全に移り変わっていった。 

 

 

 

 



 

 

問題 11 

金沢港は 1954年（昭和 29）に、大野港ともう一つの港が合併（がっぺい）して

できた。もう一つの港はどれか。 

１ 金石（かないわ）港 

２ 粟崎（あわがさき）港 

３ 浅野川（あさのがわ）港 

４ 専光寺（せんこうじ）港 

 

江戸（えど）時代、金石は宮腰（みやのこし）と呼ばれ、北前船が立ち寄る港町

としておおいに栄えた。 

 

 

問題 12 

第二次世界大戦が終わってから２年後の、1947年（昭和 22）、金沢である全国

的な大会が開催（かいさい）された。この大会の開会式のセレモニーでは、市

内の小学生による「若い力」が初めて披露（ひろう）されたが、この大会は何

か。 

１ 緑の国民大会 

２ 海の国民大会 

３ 国民体育大会 

４ 山の国民大会 

 

国民に希望をあたえることと体育を純粋（じゅんすい）なスポーツにすること

を目標に、第１回大会は京都府で開かれ、次の第２回大会が「初の地方大会」

として石川県で開催された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題 13 

大正時代から昭和初期にかけて金沢の市街地は「モダン都市」の色合いがこくな

り、石造りやレンガ造りの建物が建てられた。金沢のモダンな文化の象徴（しょ

うちょう）となった香林坊（こうりんぼう）は当時、何と呼ばれたか。 

 １ ＫＯＵＲＩＮ（コウリン） 

 ２ ＢＯＵ（ボウ） 

 ３ ＫＯＵＢＯＵ（コウボウ） 

４ ＲＩＮＢＯＵ（リンボウ） 

 

香林坊では、カフェ文化が花開き、最盛期（さいせいき）には８０軒（けん）と

もいわれる数のカフェが市内にオープンし、官庁やビジネス街のサラリーマン

たちを引きつけた。 

 

 

問題 14 

金沢には、1873年（明治６）に軍隊が創設され、２年後に   とよばれた部

隊になった。1896年（明治 29）には第九師団配下となり、日露（にちろ）戦

争にも参加した。   に入る名前はどれか。 

１ 第五連隊 

２ 第七連隊 

３ 第十連隊 

４ 第十五連隊 

 

第九師団の時、金沢には１万人以上の兵士やその家族が住むこととなり、その

数は当時の市の人口の 10分の１にあたる。このことから、金沢は「軍都」と

呼ばれていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題 15 

現在、金沢市は世界の７都市と姉妹都市提携（ていけい）をしており、多くの交

流事業を行っている。姉妹都市提携をしているのは、アメリカ合衆国の「バッフ

ァロー市」、ブラジル共和国の「ポルト・アレグレ市」、ベルギー王国の「ゲント

市」、フランス共和国の「ナンシー市」、中華（ちゅうか）人民共和国の「蘇州（ス

ーチョウ）市」、大韓（だいかん）民国の「全州（ジョンジュ）市」とあと１都

市はロシア連邦（れんぽう）の何という都市か。 

１ ブラーツク市 

２ イルクーツク市 

３ ヤクーツク市 

４ ペトロザボーツク市 

 

イルクーツク市とは中学生同士の交流事業が行われており、ホームステイ、学校

訪問、意見交換（こうかん）会などを通して交流を深めている。 

 

 

問題 16 

金沢には、優れた陶器（とうき）がある。青木木米（あおきもくべい）が再興

した九谷焼と裏千家の千仙叟（せんのせんそう）が京都から一緒（いっしょ）

に連れてきた陶器の焼物師である陶工（とうこう）の長左衛門（ちょうざえも

ん）が焼いた   がある。   に入るものはどれか。 

１ 大樋焼（おおひやき） 

２ 春日焼（かすがやき） 

３ 京焼（きょうやき） 

４ 越前焼（えちぜんやき） 

 

大樋焼は、ろくろを使わず手びねりによって 1つ 1つ手でつくられる。釉薬

（ゆうやく）がとけているときに窯（かま）から引き出す製法から、独特の味

わいのある飴色（あめいろ）の茶器が作り出される。 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題 17 

1871年（明治 4）、横山町（よこやまちょう）で生まれ、25歳（さい）の時に東

京へ出て、尾崎紅葉（おざきこうよう）の門下生になり、「あらくれ」「縮図（し

ゅくず）」などの作品を発表した、2021年（令和 3）に生誕 150年をむかえる金

沢が生んだ三文豪（ぶんごう）の１人は誰（だれ）か。 

 １ 泉鏡花（いずみきょうか） 

 ２ 室生犀星（むろうさいせい） 

 ３ 竹久夢二（たけひさゆめじ） 

４ 徳田秋聲（とくだしゅうせい） 

 

浅野川（あさのがわ）にかかる梅ノ橋（うめのはし）のたもとにある徳田秋聲（と

くだしゅうせい）記念館は、黒瓦（くろがわら）屋根の採用、格子を取り入れた

外観、土塀（どべい）など、周辺の環境（かんきょう）に調和し、金沢の街並み

に似合う建物で、多くの遺品・直筆原稿（げんこう）・筆跡（ひっせき）・初版本

などを収蔵している。 

 

 

問題 18 

明治の初め、金沢での近代工業の始まりとされる工場が、長谷川準也（はせが

わじゅんや）によって現在の中央小学校の所に建てられたが、何の工場か。 

１ 製糸 

２ 製陶（せいとう） 

３ 製布 

４ 製紙 

 

「金沢製糸場」は、1874年（明治７）つくられた。当時としては、国が作った

富岡製糸場（群馬県）に次いで、全国第２位の大きな工場だった。蚕（かい

こ）のまゆから糸をつむぐ半木製（はんもくせい）のくり糸機が 200台あり、

鞍月（くらつき）用水から水を引き、大きな水車を使ってこの機械（きかい）

を動かした。 

 

 

 

 

 



 

 

問題 19 

加賀藩（はん）では、1792年（寬政（かんせい）４）に、現在の兼六園内に藩校

（はんこう）を建てた。このうち、士農工商の身分を問わず、８歳（さい）以上

の男子が入校でき、儒学（じゅがく）を中心に漢字・算術・医学・天文学などを

学ぶことができた藩校を何というか。 

 １ 経武館（けいぶかん） 

 ２ 壮猶館（そうゆうかん） 

 ３ 適塾（てきじゅく） 

 ４ 明倫堂（めいりんどう） 

 

経武館も兼六園内に建てられた。経武館は、武芸の鍛錬（たんれん）を目的とし

て剣術（けんじゅつ）・弓術（きゅうじゅつ）・柔術（じゅうじゅつ）・槍術（そ

うじゅつ）などを学ぶことができた。 

 

 

問題 20 

金沢には、金沢をホームタウンとしたスポーツ団体があるが、ドイツ語にちな

む言葉と金沢の方言にも通ずるサッカーのチーム名はどれか。 

１ 金沢学院クラブ 

２ ツエーゲン金沢 

３ 石川ミリオンスターズ 

４ 金沢武士団（サムライズ） 

 

ドイツ語で「２」を意味する”Zwei（ツヴァイ）”と「進む」を意味す

る”Gehen（ゲーン）”から「チームとサポーターがともに進んでいく」とい

う意味。また、金沢弁で「強いんだ！（つぇーげん！）」の意味も持つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題 21 

金沢市では、未来を担う子どもの健やかな育ちと子育て家庭を支える施策（しさ

く）を積極的に展開し、市民一人ひとりが未来の金沢を創る子どもたちのために

役割を持ち、子どもを安心して産み育てられる環境（かんきょう）づくりの推進

のために 2020年（令和２）に「かなざわ子育て夢プラン 2020」をつくった。こ

のプランの基本理念「みんなで     支え合う  子育ての喜びを分かち合う

まち金沢」の   に入るのは何か。 

１ つながり 

２ まとまり 

３ くらし 

４ 創造し 

 

子どもを持ちたい希望がかえられ、誰（だれ）もが子育ての喜びを共有できる社

会を目指そうとつくられたプランである。 

 

 

問題 22 

江戸（えど）時代中期に、天候の異常で加賀藩内（はんない）にたくさんの生

活に困窮（こんきゅう）した住民が出た時、金沢の笠舞（かさまい）に「お救

い小屋」を設けて、食糧（しょくりょう）や衣料をあたえただけでなく、自立

して生活できるよう、職業訓練のようなことや新田を開いて移住させるなどの

政策をとった。この政策の指導をしたのは加賀藩何代藩主の誰（だれ）か。 

１ ２代藩主前田利長（まえだとしなが） 

２ ３代藩主前田利常（まえだとしつね） 

３ ５代藩主前田綱紀（まえだつなのり） 

４ ６代藩主前田吉徳（まえだよしのり） 

 

「お救い小屋」は、幕末まで存続した。特に、1830年（天保（てんぽう）元）

からの数年間、加賀藩でも大変な飢饉（ききん）におそわれ、この時「お救い

小屋」には 4000人もの人々が収容された。 

 

 

 

 

 



 

 

問題 23 

金沢市では、スポーツを盛んにすることで、まちの活力を高めようとしている。

2019年（平成 31）には、雨の日が多い金沢でもいろいろな運動ができ、子ども

の運動機能の発達をサポートする屋内交流広場がオープンしたが、この屋内交

流広場の愛称（あいしょう）は何か。 

１ はれるんパーク 

２ あめるんパーク 

３ ふせぐんパーク 

４ うるるんパーク 

 

金沢プールに隣接（りんせつ）した交流広場で、「のびのび広場」や「親子アス

レチックゾーン」などの総合施設（しせつ）である。 

 

 

問題 24 

1584年（天正 12）に起こった末森（すえもり）の戦いは、加賀藩（はん）初代

藩主前田利家（まえだとしいえ）と越中（えっちゅう）の    との戦いであ

る。    に入るのは誰（だれ）か。 

 １ 柴田勝家（しばたかついえ） 

 ２ 徳川家康（とくがわいえやす） 

 ３ 佐々成政（さっさなりまさ） 

 ４ 豊臣秀吉（とよとみでひよし） 

 

この末森の戦いは、秀吉の天下統一を進めるうえで大きな役割を果たした。利家

にとっても加賀、能登、越中を治めるきっかけになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題 25 

江戸（えど）時代、金沢の町の真ん中に位置する金沢城は、加賀藩主（はんし

ゅ）が住み、藩の仕事をする武士が勤めていた。明治になると軍隊が入った。

第二次世界大戦後に軍隊にかわり、ある施設（しせつ）が整備されたがその施

設はどれか。 

１ 観光会館 

２ レジャーランド 

３ 展望台 

４ 大学 

 

1949年(昭和 24)、新制大学として金沢大学が誕生し、法文・教育・理の３学部

は金沢城内にキャンパスがあった。以後、角間（かくま）キャンパス移転まで全

国的にもめずらしい「お城の中の大学」として親しまれた。1996 年（平成８）

に石川県は金沢大学の跡地（あとち）を取得し、金沢城公園として整備を始めた。

築城以来、初めて市民が自由に出入りできる場所となった。 

 

 

問題 26 

もともと紡績（ぼうせき）工場の施設（しせつ）だった場所を、1996 年（平成

８）に市民が自主的に企画（きかく）したコンサートや芸術の練習の場として開

設したが、現在は何と呼ばれているか。 

１ 金沢市民芸術村 

２ 金沢市文化ホール 

３ 本多の森ホール 

４ 石川県立美術館 

 

金沢市民芸術村では、市民が自主的に企画したコンサートや芸術・文化（演劇（え

んげき）・音楽など）の練習の場として親しまれている。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題 27 

金沢市は、清流や緑豊かな自然、歴史あるまちなみを守りつつ、未来の子ども

たちに美しく健全なまち金沢を残そうと、1998年（平成 10）に「環境（かん

きょう）都市宣言」を議決した。さらに、2016年（平成 28）には、「文化を育

み、心をうるおす豊かな自然を明日に」を基本理念として、水と緑に育まれた

すべての生命が光かがやくまちをめざして「金沢版     戦略」を定め

た。     に入る言葉はどれか。 

１ 持続社会 

２ 環境基本 

３ 森の都建設 

４ 生物多様性 

 

「金沢版生物多様性戦略」の基本目標として「自然や生きものを大切にした環

境づくり」「生物多様性を未来に継承（けいしょう）していくためのひとづく

り」をかかげている。 

 

 

問題 28 

2020年（令和 2）12月、「伝統建築工匠（こうしょう）の技」が国連教育科学文

化機関［UNESCO（ユネスコ）］の無形文化遺産に登録されることが決定した。そ

のなかには、金沢の伝統工芸もふくまれているがどれか。 

 １ 加賀友禅（かがゆうぜん） 

 ２ 金沢仏壇（かなざわぶつだん） 

 ３ 縁付金箔（えんつけきんぱく） 

 ４ 金沢和傘（かなざわわがさ） 

 

縁付(えんつけ)は、柿渋(かきしぶ)などを染みこませた和紙とうすく延ばした

金を交互（こうご）にはさみ、くり返し打ち延ばす製法で、完成した金箔(きん

ぱく)をうすい和紙にのせたとき、紙が箔（はく）を縁（ふち）取るように見え

ることから「縁付(えんつけ)」と呼ばれている。 

 

 

 

 

 



 

 

問題 29 

金沢市では、「金沢市地域  計画」に基づき、近隣（きんりん）の人々と心を

通わせ、助け合えるまちの実現のため、人々が集う地域サロンの開催（かいさい）

や世代間交流などを行ってきた。  に入るものはどれか。 

１ 健康 

２ 介護（かいご） 

３ 保護 

４ 福祉（ふくし） 

 

近年では、各地域で高齢（こうれい）者の見守りや声かけ、除雪などのボランテ

ィアの協力が行われている。 

 

 

問題 30 

江戸（えど）時代後半に、京都から金沢に移り住んで染め物の技法を伝え「加

賀友禅（かがゆうぜん）」を作り出したのは誰（だれ）か。 

１ 五十嵐道甫（いがらしどうほ） 

２ 清水九兵衛（しみずくへい） 

３ 宮崎友禅斎（みやざきゆうぜんさい） 

４ 後藤程乗（ごとうていじょう） 

 

宮崎友禅斎は、34歳（さい）頃（ごろ）から京都で新しい模様染めを発表し、

友禅染で知られるようになった。60歳を過ぎた 1718年(享保（きょうほう）

３)頃、金沢に移り住んで、加賀染を改良した「加賀友禅」を作り出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題 31 

1888年（明治 21）、現在の上安原町において日本で最初の耕地整理を行い、農業

発展の基礎（きそ）をつくったのは誰（だれ）か。 

 １ 高多久兵衛（たかたきゅうべえ） 

 ２ 勝海舟（かつかいしゅう） 

 ３ 大石内蔵助（おおいしくらのすけ） 

 ４ 黒川良安（くろかわまさやす） 

 

高多久兵衛は田を区画整理し、農業の改革をうったえた。高多久兵衛の耕地整理

の成功を見に多くの人が各地から訪れた。 

 

 

問題 32 

1974年（昭和 49）、金沢市議会で「緑の都市宣言」が議決された。「･･･（略）人

類の生存と繁栄（はんえい）のために、失われゆく緑を回復し、保全し、発展さ

せ、かけがえのない自然を守り続けたいと願う。この願いをこめて私たちすべて

の市民は、うるわしい自然を今に伝えほこり高き"  の都（みやこ）金沢"を永

遠の緑のまちにすることを宣言する。」という内容であったが、  に入るのは

何か。 

１ 水 

２ 草 

３ 森 

４ 花 

 

緑化推進市民運動の母体として「緑を育て金沢を美しくする会」が中心となり、

「緑あふれる金沢」写真コンテストや花いっぱい運動などが行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題 33 

金沢の町は能や狂言（きょうげん）などの芸能が盛んな町といわれている。

「安宅（あたか）」という謡曲（ようきょく）の中で、弁慶（べんけい）が舞

（まい）をまった時の歌の文句が付いた町名があるがどれか。 

１ 鳴和（なるわ） 

２ 富樫（とがし） 

３ 卯辰（うたつ） 

４ 安江（やすえ） 

 

弁慶が舞を舞ったとされる場所は、金沢北郊（ほっこう）の「鹿島（かしま）

神社」といわれ、境内には「鳴和の滝（たき）」という小さな滝があり、弁慶

の足跡（あしあと）といわれる大きな穴も残っている。 

 

 

問題 34 

加賀藩（はん）14 代藩主前田慶寧（まえだよしやす）は、加賀藩の人々が豊か

に生活できるように、「養生所（ようじょうしょ）」、「撫育所（ぶいくしょ）」、「神

社」などを建てたが、どこの山を開発して建てたか。 

１ 卯辰山（うたつやま） 

２ 医王山（いおうぜん） 

３ 戸室山（とむろやま） 

４ キゴ山 

 

加賀藩 14代藩主前田慶寧は、福沢諭吉（ふくざわゆきち）の「西洋事情」を読

み、ヨーロッパでは貧しい人々を救う制度や病院施設（しせつ）が整っているこ

とを知り、加賀藩でも建設を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題 35 

1925年（大正 14）、平沢嘉太郎（ひらさわかたろう）が浅野川電鉄と協力し、巨

額（きょがく）の資本を投じて建設した一大レジャー施設（しせつ）を何という

か。 

 １ 玉泉院丸庭園（ぎょくせんいんまるていえん） 

 ２ 宝塚遊園（たからづかゆうえん） 

 ３ 粟崎遊園（あわがさきゆうえん） 

 ４ 兼六園（けんろくえん） 

 

粟崎遊園は劇場・料亭（りょうてい）・レストラン・動物園・大浴場・野球場な

どを備えた施設で、宝塚をまねた「粟崎少女歌劇（かげき）」も組織された。 

 

 

問題 36 

金沢は古くから城下町として栄え、人々は伝統的な生活文化を営んできた。その

ため、まちを歩いていると「歴史を感じさせるちょっとしたいいまちなみ」が見

られる場所も多い。この「歴史を感じさせるちょっとしたいいまちなみ」守るた

めに、金沢市では 1994年（平成６）に条例を制定した。何という条例か。 

１ 駐車（ちゅうしゃ）場条例 

２ みちしるべ条例 

３ 金沢住宅地条例 

４ こまちなみ保存条例 

 

「こまちなみ保存条例」とは、歴史的な建物が残る小さなまちなみを「こまちな

み」と呼び、その景観や雰囲気（ふんいき）を大切にしていくための条例である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題 37 

加賀藩（はん）で貨幣（かへい）ができたのは加賀藩初代藩主前田利家（まえだ

としいえ）の頃（ころ）で豊臣秀吉（とよとみひでよし）にならって多くの金・

銀貨をつくらせたのがはじまりとされているが、貨幣に対して紙幣を発行した

加賀藩 10代藩主は誰（だれ）か。 

 １ 前田光高（まえだみつたか） 

 ２ 前田重教（まえだしげみち） 

 ３ 前田利次（まえだとしつぐ） 

 ４ 前田宗辰（まえだむねとき） 

 

1755年（宝暦（ほうれき）５）に加賀藩の中だけで通用する紙のお金「藩札（銀

札）」を発行した。しかし、人々が紙のお金を信用しなかったために経済は混乱

し、物価はどんどん値上がりした。 

 

 

問題 38 

今から 300年前に、加賀藩（はん）は金沢の町中に分かれていた市場を１カ所

に集め「金沢の台所」として近江町（おうみちょう）市場が開設された。その

場所は次のどこか。 

１ 片町（かたまち） 

２ 香林坊（こうりんぼう） 

３ 武蔵ヶ辻（むさしがつじ） 

４ 橋場町（はしばちょう） 

 

近江町市場は 1721年（享保 6）に市場の原型ができたと伝えられている。その

後、2009年（平成 21）再開発事業により生まれ変わり、「近江町いちば館」が

開業し、2020年（令和２）には「近江町ふれあい館」も新たに開業した。2021

年（令和３）、近江町市場では 300周年イベントが行われている。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題 39 

2020 年（令和 2）10 月、日本海側初の国立美術館として、国立工芸館が開館し

た。この国立工芸館の名誉（めいよ）館長に就任したのは誰（だれ）か。 

 １ 三浦知良（みうらかずよし） 

 ２ 中田英寿（なかたひでとし） 

 ３ 本田圭佑（ほんだけいすけ） 

 ４ 中山雅史（なかやままさし） 

 

元サッカー日本代表の中田英寿氏は、現役引退後、日本全国をめぐり、数多くの

工芸作家や工房（こうぼう）などを訪問して交流を深めるなど、日本の伝統文化

や工芸の発展に精力的に取り組んできた。 

 

 

問題 40 

第二次世界大戦中、工場などに働きに出て、空襲（くうしゅう）で犠牲（ぎせい）

になった少女たちをとむらうため、卯辰山（うたつやま）の山頂付近に建立され

たのは何か。 

 １ 殉難（じゅんなん）おとめの像 

 ２ 天保義民（てんぽうぎみん）の碑（ひ） 

 ３ 七稲地蔵（なないねじぞう） 

 ４ 百工比照（ひゃくこうひしょう） 

 

金沢から愛知県の豊川（とよかわ）にある海軍の工場に出向き、働いた少女の霊

（れい）をとむらうために建てられた。この工場は空襲を受け、460人にのぼる

少女が犠牲となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題 41 

金沢市では、高齢（こうれい）者のために「長寿（ちょうじゅ）安心プラン」を

定めているが、すべての人が平等に普通（ふつう）の生活がおくれるまちをめざ

し、1998年（平成 10）に策定したプランを何というか。 

１ バリアフリープラン金沢 

２ ユニバーサルデザインプラン金沢 

３ ノーマライゼーションプラン金沢 

４ ポジティブアクションプラン金沢 

 

「ノーマライゼーション」とは、人権そのものであり、例えば、障がいのある人

たちなど社会的支援（しえん）を必要としている人々をいわゆるノーマルな人に

することを目的としているのではなく、その障害を共に受容することであり、彼

（かれ）らにノーマルな生活条件を提供することというものである。「ノーマラ

イゼーションプラン金沢」は、社会環境（かんきょう）の変化に合わせて、改訂

（かいてい）を重ね、2021年（令和３）にも改訂された。 

 

 

問題 42 

江戸（えど）時代、金沢城では水が行きわたらず、水不足になることがあった。

そこで金沢城に水を引くため、加賀藩（はん）３代藩主の前田利常（まえだとし

つね）が    に造らせた辰巳用水（たつみようすい）が現存している。 

    には誰が入るか。 

 １ 奥村永富（おくむらながとみ） 

 ２ 板屋兵四郎（いたやへいしろう） 

 ３ 大野弁吉（おおのべんきち） 

 ４ 稲生若水（いのうじゃくすい） 

 

辰巳用水は、兼六園から金沢城内に水を引くため、逆サイフォンという原理を利

用した。金沢の町には辰巳用水をはじめ鞍月（くらつき）用水、長坂用水などの

55 本の用水が流れ、用水の長さを全部合わせると約 150 ㎞になるといわれてい

る。用水は、農業灌漑（かんがい）、消火や融雪（ゆうせつ）のほかに城下町の

景観を引き立てる働きをしており、金沢市民のくらしと深い関係がある。 

 

 

 



 

 

問題 43 

1289 年（正応（しょうおう）２）、曹洞宗永平寺（そうとうしゅうえいへいじ）

の名僧（めいそう）である徹通義介（てっつうぎかい）が、加賀国を治めていた

富樫家尚（とがしいえなお）にたのまれて開いた寺はどれか。 

 １ 東大寺（とうだいじ） 

 ２ 総持寺（そうじじ） 

 ３ 薬師寺（やくしじ） 

 ４ 大乘寺（だいじょうじ） 

 

大乘寺は、現在の野々市市に創建した。その後、現在の金沢市本町に移転し、さ

らに、江戸時代初期には 加賀藩（はん）家老本多家の菩提寺（ぼだいじ）とな

り、現在の金沢市本多町に移転している。寺が現在地に移転したのは 1697年（元

禄（げんろく）10）のことである。 

 

 

問題 44 

平安時代の終わり頃（ごろ）から鎌倉時代の初めにかけて新しい仏教の流れが

広まった。中でも阿弥陀如来（あみだにょらい）を信仰（しんこう）する宗派

の勢いは北陸地方で強いものがあり、加賀地方では、時の守護職ともたたかい

「一向一揆（いっこういっき）」ともいわれた。その主導的働きをしたのはど

の宗派か。 

１ 浄土宗（じょうどしゅう） 

２ 浄土真宗（じょうどしんしゅう） 

３ 曹洞宗（そうとうしゅう） 

４ 法華宗（ほっけしゅう） 

 

「加賀一向一揆」は、1488年（長享（ちょうきょう）２）、加賀国で勃発（ぼ

っぱつ）した一向一揆中最大のもの。20万の一向宗（浄土真宗）徒が守護の富

樫政親（とがしまさちか）をほろぼし、以後 100年近く同国を統治した。 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題 45 

1546年（天文（てんぶん）15）、本願寺が加賀を治める本拠地（ほんきょち）と

して金沢御堂（みどう）（尾山御坊（おやまごぼう））を建てた。金沢御堂（尾山

御坊）があったといわれている場所は現在のどこにあたるか。 

 １ 金石付近 

 ２ 片町付近 

 ３ 湯涌（ゆわく）温泉付近 

 ４ 金沢城公園付近 

 

金沢御堂には、京都の本願寺から本尊（ほんぞん）の仏様や親鸞（しんらん）の

肖像画（しょうぞうが）などがおくられてきて、ここが加賀の一向宗（いっこう

しゅう）の中心となりました。  

 

 

問題 46 

交通網（もう）の整備を通して地域の発展と活性化が進められているが、金沢外

環状（かんじょう）道路（山側環状）と接続し 2004年（平成 16）につくられた

北陸自動車道の IC（インターチェンジ）を何というか。 

１ 金沢西 IC 

２ 金沢東 IC 

３ 金沢森本 IC 

４ 金沢港 IC 

 

2012年（平成 24）４月には白山 ICが新設され、外環状道路（海側環状）にも接

続された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題 47 

1870年（明治３）、金沢藩（はん）では６か所の小学所（しょうがくしょ）を開

いて、７・８歳（さい）から 14・15歳の子どもに漢字・習字・算術などを教え

た。1871 年（明治４）にはさらに５か所の小学所を開いたが、その時の生徒数

は何人をこえていたか。 

１ 2000人 

 ２ 3000人 

 ３ 4000人 

 ４ 5000人 

  

小学所は、1872 年（明治５）には「小学校」とされ、石川県内に 945 校をつく

る計画であった。しかし、国民の多くが反対し、就学率（しゅうがくりつ）は高

くなかった。 

 

 

問題 48 

金沢では、婚姻（こんいん）などのお祝いの時、蒸籠（せいろ）に入れた五色

生菓子（ごしきなまがし）をふるまう。この五色とは何を表したものか。 

１ 色の五彩（九谷（くたに）五彩）：赤・黄・緑・紺青・紫 

２ 自然の状況（じょうきょう）：日・月・山・海・里 

３ 味の五味：甘・酸・鹽（しお・塩の旧字）・苦・辛（しん） 

４ 陰陽（いんよう）五行：木・火・土・金・水 

 

 

 

 

五色生菓子は、1601年（慶長（けいちょう）６）、２代将軍徳川秀忠（とくが

わひでただ）の娘（むすめ）である珠姫（たまひめ）（のちの天徳院（てんと

くいん））が加賀藩（はん）３代藩主前田利常（まえだとしつね）に輿（こ

し）入れしたときに献上（けんじょう）したとされている。 

 

 

 

 

 



 

 

問題 49 

江戸（えど）時代、金沢の町を治めるために、「町方二日読（まちかたふつかよ

み）」と呼ばれる法令を出した。この法令のところどころに見られる言葉は次の

どれか。 

 １ 泥棒の用心（どろぼうのようじん） 

 ２ 雷の用心（かみなりのようじん） 

 ３ 雪の用心（ゆきのようじん） 

 ４ 火の用心（ひのようじん） 

 

加賀藩（はん）は「町方二日読」を出すことで、町人は町人らしく身分をわきま

えて行動することを求めた。町人の日常生活において守らなくてはいけないこ

とが書かれていた。 

 

 

問題 50 

金沢で SDGs（持続可能な開発目標）を効果的に進めるにあたり、「金沢の風土、

歴史、文化をふまえること」、「経済、社会、環境（かんきょう）の３つの側面を

包括的（ほうかつてき）にとらえること」という視点から５つの方向性を導きだ

した。この取り組みの目標とする年はどれか。 

 １ 2030年 

 ２ 2040年 

 ３ 2050年 

 ４ 2060年 

 

SDGsとは、2015年（平成 27）9月、国連サミットで採択（さいたく）された 2030

年までの国際目標で、持続可能な世界を実現するための 17のゴール（目標）と

169のターゲット（具体目標）から構成されている。地球上の誰（だれ）一人と

して取り残さない（leave no one behind）ことをちかい、発展途上（とじょう）

国のみならず、先進国自身の普遍（ふへん）的な取組を推進している。 

 

 

 

 

 

 



 

 

第 15回ジュニアかなざわオンライン検定解答（中学生版） 

 

 

No. 解答 No. 解答 

1 4 26 1 

2 2 27 4 

3 4 28 3 

4 2 29 4 

5 3 30 3 

6 1 31 1 

7 2 32 3 

8 3 33 1 

9 4 34 1 

10 3 35 3 

11 1 36 4 

12 3 37 2 

13 4 38 3 

14 2 39 2 

15 2 40 1 

16 1 41 3 

17 4 42 2 

18 1 43 4 

19 4 44 2 

20 2 45 4 

21 1 46 3 

22 3 47 1 

23 2 48 2 

24 3 49 4 

25 4 50 1 


